


～十日町市長選挙開票結果～
田口直人市長誕生

～十日町市長選挙開票結果～
田口直人市長誕生

3 平成17年5月10日号 2

市
町
村
合
併
に
伴
う
十
日
町
市
長
選
挙
が
５
月
１
日
A
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
即
日
開
票
の
結
果
、
田
口
直
人
氏
が
見
事

初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

田
口
新
市
長
は
翌
２
日
B
午
前
に
初
登
庁
。
午
後
か
ら
は

当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
新
十
日
町
市
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

市長選挙開票結果

近
年
に
は
な
い
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
た
当

地
も
、
春
の
訪
れ
と
と
も
に
よ
う
や
く
す

が
す
が
し
い
新
緑
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上

げ
ま
す
。

私
は
、
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
を

得
ま
し
て
、
新
生
十
日
町
市
の
市
長
と
い

う
重
責
に
就
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

改
め
て
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

新
生
十
日
町
市
の
課
題
は
山
積
し
て
お

り
、
ま
た
、
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
ス
タ

ー
ト
し
た
ば
か
り
で
す
。
２
年
以
上
の
月

日
を
か
け
た
合
併
協
議
で
策
定
さ
れ
た
新

市
建
設
構
想
の
理
念
を
基
と
し
、
次
の
世

代
に
「
夢
を
耕
し
続
け
ら
れ
る
地
域
」
を

残
す
た
め
に
最
大
の
努
力
を
積
み
重
ね
、

皆
様
の
ご
期
待
に
こ
た
え
る
べ
く
市
政
運

営
に
当
た
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
と
り
わ

け
、
私
の
行
政
運
営
の
理
念
で
あ
る
「
市

民
と
の
対
話
」
と
「
現
場
重
視
」
に
よ
り
、

市
民
と
行
政
の
信
頼
関
係
を
築
き
、
課
題

の
本
質
を
見
極
め
、
す
ば
や
い
判
断
を
行

う
中
で
市
長
と
し
て
の
職
を
全
う
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

新
市
の
課
題
で
あ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、

中
心
部
と
周
辺
部
の
均
衡
あ
る
発
展
が
基

本
と
考
え
て
い
ま
す
。
周
辺
地
域
が
安
定

し
て
こ
そ
中
心
部
も
ま
た
輝
き
、
合
併
の

理
念
が
実
現
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

震
災
か
ら
の
本
格
復
興
は
、
公
共
施
設

の
復
旧
は
も
と
よ
り
、
農
業
な
ど
産
業
施

設
の
速
や
か
な
復
旧
と
住
宅
・
宅
地
に
大

き
な
被
害
を
受
け
た
市
民
へ
の
支
援
が
市

民
生
活
の
安
定
の
基
礎
で
す
の
で
、
早
急

に
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
新
市
の
産
業
振
興
は
、
地
場
産

業
の
振
興
と
雇
用
の
確
保
・
拡
大
の
ほ

か
、農
業
振
興
も
重
要
施
策
の
一
つ
で
す
。

10
年
先
を
見
据
え
、
豊
か
な
農
村
都
市
と

し
て
生
き
残
る
た
め
「
実
践
的
な
豪
雪
地

帯
の
農
業
振
興
」を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、

新
市
の
建
設
と
市
民
生
活
の
安
定
、
福
祉

の
向
上
の
た
め
、
市
民
の
目
線
で
市
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の

皆
様
、市
議
会
議
員
の
皆
様
か
ら
ご
支
援
、

ご
協
力
と
ご
指
導
を
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
、就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

市
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

田
　
口
　
直
　
人

選挙当日有
権者数（人） 34 , 337

28 , 779

5 , 558

83 . 81%

6 , 495

5 , 760

735

88 . 68%

5 , 001

4 , 301

700

86 . 00%

3 , 508

3 , 141

367

89 . 54%

2 , 533

2 , 036

497

80 . 38%

51 , 874

44 , 017

7 , 857

84 . 85%

投 票 者 数
（人）

棄 権 者 数
（人）

投　票　率
（％）

旧十日町市区域 旧川西町区域 旧中里村区域 旧松代町区域 旧松之山町区域 計

当選証書授与式

職員を前に就任あいさつ
山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ山本市長職務執行者から事務引継ぎ

市長就任直後の記者会見

当 田
た

口
ぐち

直
なお

人
と

滝
たき

沢
ざわ

信
しん

一
いち

村
むら

山
やま

薫
かおる

白
しら

川
かわ

勝
かつ

彦
ひこ

樋
ひ

口
ぐち

利
とし

明
あき

11,510票

11,048票

9,099票

8,339票

3,676票

（59）無新　

（67）無新　

（60）無新　

（59）無新　

（50）無新
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市町村合併に伴う十日町市議会議員一

般選挙が５月１日Aに行われました。市

議会議員選挙は今回に限り、合併前の市

町村区域ごとに定数を定めて行われまし

た。各選挙区ごとの即日開票の結果、

40人の新市議会議員が決定しました。

なお、第５選挙区（旧松之山町区域）は

定数と候補者が同数だったため選挙は行

われませんでした。

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

近
こん

藤
どう

紀
とし

夫
お

宮
みや

澤
ざわ

幸
さち

子
こ

太
おお

田
た

祐
ゆう

子
こ

涌
わく

井
い

充
みつる

宮
みや

嶋
じま

正
まさ

一
かず

村
むら

山
やま

耕
こう

司
じ

飯
いい

塚
づか

茂
しげ

夫
お

川
かわ

田
だ

一
かず

幸
ゆき

（64）

（70）

（52）

（46）

（64）

（52）

（53）

（63）

（61）

（54）

（53）

無新

無新

共新

公新

共新

無新

無新

無新

無新

無新

無新

2,065票

1,939票

1,925票

1,827票

1,681票

1,656票

1,508票

1,461票

1,379票

1,373票

1,370票

庭
にわ

野
の

政
まさ

義
よし

庭
にわ

野
の

茂
しげ

美
み

小
こ

林
ばやし

弘
ひろ

樹
き

根
ね

津
つ

東
とう

六
ろく

阿
あ

部
べ

晃
こう

一
いち

保
ほ

坂
さか

道
みち

賢
よし

高
たか

波
なみ

益
ます

勇
お

庭
にわ

野
の

雅
まさ

弘
ひろ

桑
くわ

原
ばら

正
ただし

（57）

（44）

（43）

（69）

（61）

（38）

（48）

（71）

（47）

無新

無新

無新

無新

無新

無新

無新

無新

無新

※氏名・年齢・所属政党・得票数。年齢は投票日現
在。所属政党欄の無は無所属、共は日本共産党、
公は公明党。新は新人。得票は小数点以下切捨て。

1,347票

1,256票

1,168票

1,135票

1,058票

1,049票

1,045票

1,040票

947票

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

吉
きち

樂
らく

正
まさ

實
み

仲
なか

嶋
じま

英
ひで

雄
お

羽
は

鳥
とり

輝
てる

子
こ

小
こ

林
ばやし

正
まさ

夫
お

北
きた

村
むら

公
きみ

男
お

小
こ

嶋
じま

武
たけ

夫
お

村
むら

越
こし

敬
けい

一
いち

押
おし

木
き

貢
みつぐ

村
むら

越
こし

勝
かつ

藏
ぞう

（61）

（65）

（54）

（57）

（60）

（56）

（61）

（61）

（61）

無新

無新

無新

無新

無新

無新

無新

無新

無新

909票

764票

751票

623票

580票

564票

500票

500票

488票

当選

当選

当選

当選

当選

当選

山
やま

岸
ぎし

角
かく

太
た

郎
ろう

鈴
すず

木
き

和
かず

雄
お

鈴
すず

木
き

一
いち

郎
ろう

貝
かい

澤
ざわ

洋
よう

次
じ

鈴
すず

木
き

善
よし

雄
お

（58）

（57）

（53）

（62）

（67）

（61）

（55）

無新

共新

無新

無新

無新

無新

無新

858票

855票

785票

470票

466票

407票

399票

当選

当選

当選

当選

小
こ

堺
ざかい

清
きよ

司
し

山
やま

本
もと

耕
こう

一
いち

山
やま

賀
が

子
こ

平
へい

佐
さ

藤
とう

榮
えい

市
いち

山
やま

岸
ぎし

公
きみ

男
お

（61）

（58）

（60）

（67）

（55）

無新

無新

無新

無新

無新

958票

629票

538票

501票

471票

当選

当選

当選

相
あい

澤
ざわ

正
しょう

平
へい

村
むら

山
やま

邦
くに

一
いち

高
たか

橋
はし

洋
よう

一
いち

（54）

（64）

（54）

無新

共新

無新

－

－

－

十日町市議会議員一般選挙開票結果

選挙当日有権者数
（人） 34 , 337

28 , 765

5 , 572

83 . 77%

6 , 495

5 , 759

736

88 . 67%

5 , 001

4 , 300

701

85 . 98%

3 , 508

3 , 142

366

89 . 57%

2 , 532

無投票

無投票

無投票

投 票 者 数
（人）

棄 権 者 数
（人）

投　票　率
（％）

第１選挙区
（旧十日町市区域）

第２選挙区
（旧川西町区域）

第３選挙区
（旧中里村区域）

第４選挙区
（旧松代町区域）

第５選挙区
（旧松之山町区域）

第１選挙区（旧十日町市区域） 定数19人

第２選挙区（旧川西町区域）
定数８人

第３選挙区（旧中里村区域）
定数６人

第５選挙区（旧松之山町区域）
定数３人

第４選挙区（旧松代町区域）
定数４人

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

当選

羽鳥松雄選挙管理委員長から当選証書を授与される新議員の皆さん
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成人おめでとう！
成人おめでとう！新市最初の成人式で門出を祝う

　　　　834人が二十歳の旅立ち

こ
れ
か
ら
も
自
分
ら
し
さ
を
失
わ

ず
、
い
い
大
人
に
な
っ
て
い
き
た
い

で
す
。
夢
は
幸
せ
に
な
る
こ
と
、
い

つ
も
笑
顔
で
い
た
い
で
す
ね
。

今
は
市
内
で
フ
リ
ー
タ
ー
を
し
て

い
る
の
で
、
ま
ず
は
仕
事
を
見
つ
け

た
い
で
す
。
そ
し
て
将
来
は
、
車
の

整
備
士
に
な
り
た
い
で
す
。

十
日
町
も
、
も
っ
と
に
ぎ
や
か
な

ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

大 嶋 拓 郎 さん（太子堂）

上越市で看護師になる勉強をし

ています。今日（成人式）は、し

ばらく会えなかった友だちと話が

できてとてもうれしいです。

卒業したら地元に帰ってきて、

人の痛みがわかる看護師になりた

いです。

新しい十日町市も、若い人が帰

りやすい、人にやさしいまちにな

ってほしいですね。

押 木 香 織 さん（元町）

決
意
表
明
す
る

小
野
塚
裕
也
さ
ん
（
藤
倉
）

神
奈
川
県
内
に
あ
る
人
材
派
遣
会

社
に
就
職
し
ま
し
た
。
現
在
は
大
手

自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
勤
務
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
リ
ス
ト
ラ
さ
れ

な
い
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
30
歳
ま
で

に
結
婚
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
可

能
性
は
…
。

遠 田 大 介 さん（田沢本村）

新
潟
で
美
容
師
の
専
門
学
校
に
通

っ
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
イ
ダ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
に
な
る
こ
と
が
最
終
的
な
夢
な

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
何
で
も
で
き
る
よ

う
に
な
る
た
め
に
勉
強
を
続
け
ま
す
。

で
き
る
こ
と
の
幅
が
広
が
る
の
で

20
歳
に
な
っ
た
の
は
う
れ
し
い
で
す

が
、
金
銭
的
な
面
を
含
め
て
親
に
は

も
う
迷
惑
は
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。

宮沢みゆき さん（小黒沢）

20歳になったので、人の話を

注意して聞くようにしたいです。

無邪気さを持ち続けながらも、だ

んだんと大人になっていければと

思います。

今後、仕事場には新しく後輩が

入ってきます。これからは公務員

の先輩として見本になれるように

精一杯努力します。

南 雲 優 さん（浦田）

県
立
看
護
大
学
で
学
ん
で
い
ま
す
。

20
歳
に
な
っ
て
、
自
分
の
こ
と
だ

け
で
な
く
、
人
の
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と

考
え
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
で
も
、
本
当

は
成
人
式
で
初
め
て
き
も
の
を
着
ら

れ
た
こ
と
が
、
一
番
う
れ
し
い
で
す

（
笑
）。

新
市
も
、
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に

し
な
が
ら
発
展
し
て
ほ
し
い
で
す
。

やっぱ、
きものだよ

５
月
３
日
（
憲
法
記
念
日
）、
ク
ロ
ス

10
で
新
十
日
町
市
と
な
っ
て
初
め
て
の
成

人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
成
人
者
は
、
１
９
８
４
年
（
昭

和
59
年
）
４
月
２
日
か
ら
１
９
８
５
年

（
昭
和
60
年
）
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
性
４
５
１
人
・
女

性
３
８
３
人
の
合
計
８
３
４
人
で

す
。
こ
の
う
ち
、
約
７
５
０
人
が

成
人
式
に
出
席
し
、
会
場
の
大
ホ

ー
ル
は
超
満
員
と
な
り
ま
し
た
。

新
成
人
が
生
ま
れ
た
年
は
、
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
柔

道
の
山
下
泰
裕
選
手
が
念
願
の
金

メ
ダ
ル
獲
得
、
日
本
人
の
平
均
寿
命

が
男
女
と
も
に
世
界
一
に
、
エ
リ
マ

キ
ト
カ
ゲ
の
大
活
躍
な
ど
が
話
題
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
ワ
イ
ン
レ
ッ

ド
の
心
」「
長
良
川
艶
歌
」
な
ど
の
曲

が
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

新
成
人
の
コ
メ
ン
ト
と
成
人
式
の

内
容
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

抱
負
を
述
べ
る

蔵
品
明
日
香
さ
ん
（
四
郎
兼
）

二人組フォークポップユニット「ベストパー
トナー」の越井祐希さんは四日町第３の出身。
みんなが美しいハーモニーに酔いしれました

晴れやかな空、晴れやかな笑顔

小 堺 瞳 さん（儀明）

2002FIFAワールドカップサ
ッカー公式エンブレムのデザ
インなどを手がけた書家平野
壮弦さん（山野田出身）によ
る書道パフォーマンス。全員
の目が平野さんの一挙手一投
足に釘付けでした
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新
事
業
の
展
開
や
財
務
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
な
ど
の
経
営
改
善
の
た
め
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
か
ら
指
導
を
受
け
よ
う
と
す
る
企

業
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

市
内
に
所
在
す
る
法
人
及
び
個
人
で
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
※
対
象
者
の
親
族
や
経

営
関
係
者
は
除
く
）
の
指
導
に
よ
り
、
新

事
業
の
展
開
や
財
務
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

な
ど
の
経
営
改
善
を
図
ろ
う
と
す
る
人
。

経
営
改
善
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
か
ら
指
導
を
受
け
る
事
業
。
た

だ
し
、
ほ
か
の
公
的
な
助
成
制
度
を
受
け

な
い
も
の
で
、
当
該
年
度
の
２
月
末
ま
で

に
一
連
の
指
導
が
終
了
す
る
も
の
。

①
新
事
業
の
展
開
や
異
分
野
へ
の
進
出

②
新
技
術
の
開
発

③
財
務
基
盤
の
強
化
・
安
定

④
労
務
管
理

⑤
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

⑥
社
員
教
育
・
研
修

⑦
そ
の
ほ
か
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の

対
象
事
業
に
要
す
る
経
費
（
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
指
導
な
ど
の
対
価
）
を
補
助
対
象

と
し
、
補
助
率
は
５
分
の
４
（
１
、
０
０

０
円
未
満
切
捨
）
で
す
。
指
導
１
回
あ
た

り
４
万
円
を
補
助
金
の
上
限
と
し
、
申
請

１
件
あ
た
り
20
万
円
を
基
準
と
し
ま
す
。

指
導
を
受
け
る
回
数
は
３
回
以
上
を
原
則

と
し
、
同
一
年
度
内
の
申
請
は
１
事
業
所

に
つ
き
１
回
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
間
接

的
経
費
（
指
導
者
の
旅
費
、
消
費
税
な
ど
）

は
対
象
経
費
か
ら
除
き
ま
す
。

市
内
中
小
企
業
者
な
ど
の
独
自
の
技
術

や
発
想
に
富
む
新
商
品
の
開
発
な
ど
を
支

援
し
ま
す
。

市
内
で
新
商
品
な
ど
の
開
発
事
業
を
行

う
会
社
、
個
人
、
企
業
グ
ル
ー
プ
、
組
合

な
ど
で
、市
税
な
ど
を
完
納
し
て
い
る
人
。

商
品
化
・
事
業
化
が
予
定
さ
れ
、
試
作

品
な
ど
の
完
成
が
可
能
な
事
業
。

▼
潜
在
的
な
需
要
が
予
想
さ
れ
る
が
、
現

在
市
場
に
出
て
い
な
い
新
商
品
の
開
発

（
試
作
）

▼
大
手
企
業
が
参
入
し
て
い
な
い
、
ニ
ッ

チ
産
業
（
す
き
間
産
業
）
向
け
の
新
商
品

の
開
発
（
試
作
）

▼
従
来
商
品
の
欠
点
を
独
自
の
技
術
や
ノ

ウ
ハ
ウ
で
解
消
し
、
市
場
へ
の
新
規
参
入

や
シ
ェ
ア
拡
大
が
期
待
で
き
る
新
商
品
の

開
発
（
試
作
）

①
原
材
料
及
び
副
資
材
の
購
入
に
要
す
る

経
費

②
機
械
装
置
、
工
具
及
び
器
具
の
購
入
、

試
作
、
改
良
、
据
付
、
借
用
、
修
繕
に
要

す
る
経
費

③
外
注
加
工
に
要
す
る
経
費

④
研
究
及
び
開
発
に
要
す
る
経
費

①
対
象
経
費
は
１
０
０
万
円
以
上
と
し
、

補
助
金
額
は
対
象
経
費
合
計
額
の
２
分
の

１
以
内
、
１
事
業
に
つ
き
50
万
円
〜
１
０

０
万
円
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
交
付
決
定

後
の
経
費
が
対
象
で
す
。

②
補
助
事
業
の
実
施
期
間
は
翌
年
２
月
末

ま
で
と
し
、
同
一
年
度
内
に
同
一
業
者
な

ど
の
申
請
は
、
１
補
助
対
象
事
業
に
つ
き

１
回
限
り
と
し
ま
す
。

③
他
制
度
に
よ
り
補
助
金
交
付
を
受
け
て

い
る
（
ま
た
は
受
け
る
予
定
）
場
合
は
、

交
付
の
対
象
と
し
ま
せ
ん
。

④
交
付
決
定
を
受
け
た
事
業
と
同
一
の
内

容
で
、
翌
年
度
以
降
に
再
度
補
助
金
交
付

申
請
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

６
月
30
日
e
※
申
込
み
期
限
後
に
審
査

会
を
開
催
し
、
補
助
対
象
者
を
決
定
し
ま

す
す
べ
て
の
業
種
（
一
部
例
外
あ
り
）
を

対
象
と
し
て
、
一
定
期
間
内
に
５
人
以
上

を
新
規
に
常
用
雇
用
し
、
さ
ら
に
雇
用
環

境
な
ど
を
改
善
す
る
目
的
で
事
業
を
行
っ

た
事
業
主
に
対
し
、
新
規
雇
用
者
１
人
あ

た
り
10
万
円
（
１
事
業
所
あ
た
り
１
０
０

万
円
を
上
限
、
た
だ
し
、
事
業
の
必
要
経

費
が
補
助
金
額
に
満
た
な
い
場
合
は
そ
の

額
）
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
新
規
雇
用
者
を
対
象
と
し
た
従
業
員
研

修
事
業

▼
従
業
員
の
福
利
厚
生
の
た
め
の
備
品
類

整
備
事
業

▼
試
用
期
間
中
の
新
規
雇
用
者
に
対
す
る

人
件
費
支
援
事
業

▼
そ
の
ほ
か
事
業
主
と
従
業
員
の
双
方
に

と
っ
て
有
益
と
市
長
が
特
に
認
め
た
事
業

「
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
」
第
２
条
第
１
項
に

規
定
す
る
風
俗
営
業
ま
た
は
同
条
第
５
項

に
規
定
す
る
性
風
俗
関
連
特
殊
営
業

次
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

▼
申
請
日
の
前
後
６
か
月
間
に
、
５
人
以

上
を
新
た
に
常
用
雇
用
す
る
こ
と

▼
雇
用
環
境
等
改
善
事
業
を
実
施
す
る
こ

と▼
市
内
に
事
業
所
（
法
人
ま
た
は
個
人
）

が
あ
る
こ
と

▼
中
小
企
業
者
で
あ
る
こ
と

▼
市
税
な
ど
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

次
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

▼
十
日
町
市
民
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

通
じ
て
、
広
く
求
人
を
呼
び
か
け
て
い
る

場
合
は
、
市
民
以
外
で
も
対
象

▼
雇
用
保
険
に
加
入
し
、
被
保
険
者
種
類

が
「
一
般
被
保
険
者
」
で
あ
る
こ
と

▼
申
請
日
か
ら
１
年
経
過
後
ま
で
、
引
き

続
き
雇
用
状
態
に
あ
る
こ
と

雇
用
機
会
の
創
出
、
起
業
家
の
育
成
及

び
遊
休
資
産
の
活
用
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
市
内
の
遊
休
工
場
な
ど
（
現
在
使
用

さ
れ
て
い
な
い
工
場
や
事
務
所
な
ど
で
、

事
業
に
活
用
で
き
る
建
物
と
そ
の
敷
地
）

を
活
用
し
て
一
定
要
件
を
満
た
し
た
事
業

を
行
う
人
に
対
し
て
、
賃
借
料
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

次
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

①
17
年
４
月
１
日
以
降
に
遊
休
工
場
な
ど

を
借
り
上
げ
て
事
業
を
行
う
人

②
次
の
事
業
の
い
ず
れ
か
を
行
う
人

ア
　
製
造
業
、
運
輸
業
、
建
設
業
、
情

報
サ
ー
ビ
ス
業
、
採
石
業
、
砂
・
砂
利
・

玉
石
採
取
業

イ
　
学
術
・
開
発
研
究
機
関
、
測
量
業

※
商
業
関
係
（
小
売
業
・
飲
食
業
・
サ

ー
ビ
ス
業
な
ど
）
は
対
象
外

③
現
在
活
用
さ
れ
て
い
な
い
遊
休
工
場
な

ど
を
６
か
月
以
上
継
続
し
て
活
用
し
よ
う

と
し
、
活
動
開
始
日
の
前
後
３
か
月
以
内

に
新
た
に
２
人
以
上
を
常
用
雇
用
す
る
人

④
遊
休
工
場
な
ど
の
所
有
者
と
親
族
関
係

な
ど
が
な
い
人

遊
休
工
場
な
ど
の
活
用
に
要
す
る
賃
借

料
翌
年
３
月
ま
で
に
支
払
っ
た
各
月
賃
借

料
の
２
分
の
１
の
合
計
以
内
で
、
市
予
算

の
範
囲
内
（
１
か
月
あ
た
り
の
上
限
額
は

常
用
雇
用
者
数
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
）

補
助
金
交
付
申
請
に
基
づ
く
交
付
決
定

を
し
た
日
の
翌
月
か
ら
２
年
以
内

産
業
創
造

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

等
支
援
事
業

対
象
者

対
象
事
業

対
象
経
費
な
ど

新
商
品
等
開
発

支
援
事
業

対
象
者

対
象
事
業

対
象
経
費

補
助
金
額
な
ど

申
込
み
期
限

雇
用
環
境
等

改
善
支
援
事
業

遊
休
工
場
等

活
用
促
進
事
業

申
請
者
（
事
業
主
）

対
象
者

対
象
期
間

対
象
経
費

補
助
金
額
な
ど

対
象
と
な
ら
な
い
業
種

支
援
事
業
例

交
付
対
象
と
な
る

新
規
常
用
雇
用
者

各
種
支
援
事
業

申込み・問合せ

産業振興課雇用開発室

1757-3111（内線237）

ま
ん
ま
が
仕
事
を
す
る
！

ぱ
っ
く
ん
と
カ
レ
ー
を
ほ
お
ば
る
職
員
、

注
文
や
出
来
上
が
り
を
告
げ
る
声
が
飛
び

交
い
、
そ
ぞ
ぞ
と
ラ
ー
メ
ン
を
す
す
る
音

が
絶
妙
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
ま
す
…
。

こ
こ
は
市
役
所
本
庁
食
堂
、
お
昼
に
な

る
と
毎
日
見
か
け
る
風
景
で
す
。
日
替
わ

り
定
食
か
ら
め
ん
類
、
丼
も
の
ま
で
約
10

種
類
の
メ
ニ
ュ
ー
が
そ
ろ
っ
た
食
堂
は
職

員
に
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
利
用
も
可
能
で
す
。

中
に
は
、
ご
は
ん
を
３
杯
お
か
わ
り
す

る
ツ
ワ
モ
ノ
も
い
て
、「
朝
飯
と
晩
メ
シ

も
詰
め
込
ん
で
る
な
」「
い
や
、
仕
事
の

量
だ
け
食
わ
ん
だ
て
」
と
、
と
て
も
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
？
な
会
話
が
弾
み
ま
す
。

2
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氏
名
（
行
政
区
・
電
話
番
号
）
※
敬
称
略

宮
澤
健
一
（
小
黒
沢
1
７
５
８
―
２
５
６

５
）
高
橋
秀
雄
（
城
之
古
１
1
７
５
７
―

８
３
２
２
）
太
田
　
享
（
北
鐙
坂
２
1
７

５
７
―
５
２
６
５
）
阿
部
三
代
継
（
東
枯

木
又
1
７
５
９
―
２
２
０
７
）
大
津
　
久

（
魚
之
田
川
1
７
５
９
―
２
０
０
４
）
田

村
敬
作
（
中
条
旭
町
1
７
５
２
―
２
９
３

１
）
庭
野
喜
久
一
（
島
1
７
５
７
―
２
８

２
０
）
越
村
敏
郎
（
新
座
３
1
７
５
７
―

４
８
８
９
）
南
雲
敏
夫
（
中
村
1
７
５
７

―
５
９
６
９
）
江
村
恒
男
（
中
手
1
７
５

７
―
０
５
３
０
）
山
田
勇
雄
（
下
条
下
山

1
７
５
５
―
２
４
２
４
）
徳
永
　
昇
（
川

治
下
町
３
1
７
５
７
―
４
２
４
７
）
関

由
昇（
上
新
田
２
1
７
５
５
―
２
６
２
７
）

富
井
清
一
郎
（
珠
川
1
７
５
８
―
２
０
５

９
）
佐
藤
三
代
治
（
当
間
1
７
５
８
―
３

７
０
７
）
山
口
昭
一
（
山
根
1
７
５
６
―

２
８
３
３
）
南
雲
操
一
（
安
養
寺
1
７
５

８
―
２
７
１
８
）
大
嶋
一
吉
（
太
子
堂
1

７
５
２
―
４
２
０
７
）
尾
身
　
保
（
鉢
２

1
７
５
７
―
９
９
２
９
）
佐
藤
雄
一
（
小

泉
３
1
７
５
７
―
６
２
４
０
）
金
澤
秀
和

（
太
田
島
２
1
７
５
８
―
２
５
５
４
）

南
雲
　
守
（
中
仙
田
1
７
６
９
―
２
０
１

４
）
野
沢
正
夫
（
野
口
1
７
６
８
―
２
６

７
１
）
高
橋
英
雄
（
学
校
町
1
７
６
８
―

３
３
３
４
）
田
中
義
勝
（
下
原
1
７
６
８

―
２
６
６
０
）
小
林
可
生
（
元
町
1
７
６

８
―
２
７
６
３
）
中
村
伊
勢
男
（
坪
山
1

７
６
８
―
２
７
７
０
）
北
堀
　
明
（
小
白

倉
1
７
６
９
―
２
５
５
４
）
上
村
英
雄

（
上
野
1
７
６
８
―
２
１
３
８
）
星
名
一

夫
（
伊
友
1
７
６
８
―
３
６
３
３
）
田
中

俊
秀
（
赤
谷
1
７
６
９
―
２
３
３
２
）
山

田
敬
一
（
仁
田
1
７
６
８
―
３
８
６
５
）

平
野
清
志
（
四
郎
兼
1
７
６
８
―
２
２
６

２
）
野
上
正
平
（
田
中
町
1
７
６
８
―
２

３
１
７
）
高
野
敏
夫
（
室
島
1
７
６
９
―

２
７
５
４
）
小
林
幹
司
（
中
仙
田
1
７
６

９
―
２
９
２
８
）
山
家
勝
一
（
木
落
1
７

６
８
―
３
７
３
２
）
水
品
成
良
（
新
町
新

田
1
７
６
８
―
３
１
５
６
）
高
橋
安
幸

（
高
倉
1
７
６
９
―
２
６
５
７
）

南
雲
宗
司（
程
島
1
７
６
３
―
２
６
３
６
）

南
雲
孝
一
（
堀
之
内
1
７
６
３
―
３
６
２

０
）
井
ノ
川
和
（
田
中
1
７
６
３
―
３
３

２
９
）
井
之
川
勝
一
（
如
来
寺
1
７
６
３

―
３
３
４
９
）
鈴
木
國
一
（
上
山
1
７
６

３
―
２
０
８
５
）
田
村
博
康
（
小
原
1
７

６
３
―
３
３
９
８
）
桑
原
恒
太
郎
（
東
田

尻
1
７
６
３
―
３
８
３
２
）
富
井
弘
明

（
市
之
越
1
７
６
３
―
２
９
８
９
）
村
山

正
利
（
宮
中
1
７
６
３
―
３
５
７
５
）
高

橋
定
利
（
倉
俣
1
７
６
３
―
３
９
６
６
）

太
嶋
誠
司（
芋
沢
1
７
５
８
―
３
１
９
５
）

鈴
木
　
正
（
中
里
下
山
1
７
６
３
―
２
４

３
２
）
高
橋
昭
二
（
芋
川
1
７
６
３
―
３

９
５
４
）
南
雲
秀
夫
（
本
屋
敷
1
７
６
３

―
３
６
５
９
）
樋
口
富
行
（
荒
屋
1
７
６

３
―
３
２
５
４
）
上
原
　
茂
（
通
り
山
1

７
６
３
―
２
５
４
６
）
瀧
澤
福
一
（
角
間

1
７
６
３
―
４
１
４
６
）

富
沢
達
司（
太
平
1
５
９
７
―
２
９
７
６
）

山
岸
重
昭（
蒲
生
1
５
９
７
―
３
１
５
１
）

佐
藤
栄
治（
室
野
1
５
９
８
―
２
４
２
９
）

仲
村
忠
久（
儀
明
1
５
９
７
―
３
２
１
６
）

齋
藤
良
平
（
田
野
倉
1
５
９
７
―
３
３
１

５
）
若
井
信
夫
（
蓬
平
1
５
９
７
―
３
６

９
９
）
村
山
繁
一
（
室
野
1
５
９
８
―
２

０
３
１
）
山
岸
正
康
（
松
代
東
山
1
５
９

７
―
３
８
６
１
）
牧
田
信
二
（
星
峠
1
５

９
８
―
２
５
１
６
）
佐
藤
堅
一
（
滝
沢
1

５
９
７
―
２
４
０
７
）

村
山
喜
乙
（
上
川
手
1
５
９
６
―
３
４
０

７
）
大
見
市
作
（
下
鰕
池
1
５
９
６
―
３

７
８
７
）
高
橋
俊
夫
（
黒
倉
1
５
９
６
―

３
３
６
７
）
小
野
塚
壮
一
（
天
水
島
1
５

９
６
―
２
５
０
１
）
福
原
俊
彦
（
小
谷
1

５
９
６
―
３
６
１
５
）
小
見
征
雄
（
浦
田

1
５
９
６
―
２
９
２
１
）
田
中
富
士
雄

（
西
之
前
1
５
９
６
―
３
２
８
６
）
佐
藤

充
（
天
水
越
1
５
９
６
―
２
０
８
３
）
滝

沢
　
繁
（
兎
口
1
５
９
６
―
２
３
８
１
）

村
山
幸
夫（
坪
野
1
５
９
６
―
３
７
４
３
）

十
日
町
地
区

21
人

松
之
山
地
区

10
人

松
代
地
区

10
人

川
西
地
区

18
人

中
里
地
区

17
人

新
十
日
町
市
の
農
業
委
員
76
人
を
紹
介
し
ま
す
。
農
地
法
、
認
定
農
業
者

へ
の
農
地
利
用
集
積
、
農
業
者
年
金
の
加
入
促
進
、
全
国
農
業
新
聞
の
購
読

申
込
み
な
ど
は
、
最
寄
り
の
農
業
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問合せ
農業委員会事務局
1757-3111
（内線342）

講　　座　　名 定員 期　　　日 時　　　間

午後７時～９時

午後２時～４時

午後７時～９時

午後７時～９時

午後２時～４時

午後1時30分～4時30分

午後７時～９時

午後７時～９時

午後２時～４時

午後７時～９時

午後２時～４時

18

18

18

18

ホームページ作成ソフトのホームページ
ビルダーの基本的な使い方を、実際にホ
ームページを作成しながら学びます。

大勢の皆さんから気軽にパソコンにふれていただく

きっかけとして、コンピュータ研修を開催します。パ

ソコン操作とインターネット入門のための基礎講習の

ほか、ワード（文書作成）やエクセル（表計算）、ホ

ームページビルダー（ホームページ作成）などの講座

もあります。情報館のパソコンを実際に操作しながら

学習します。ぜひご参加ください。

◆対　象
パソコン初心者で、マウスやキーボード操作に不慣

れな人、文書作成や表計算などの操作を覚えたい人、

自分のホームページを作ってみたい人

◆会　場 十日町情報館

◆受講料 4,000円（テキスト代含む）

◆申込み方法 申込書・はがきで受け付けます

情報館にある申込書を記入・提出するか、はがきに

次の①～⑥を記入・郵送してください。①希望講座名

エクセル（表計算）

入　　　門

ワード（文書作成）

入　　　門

内　　　容

電源の入れ方・マウスの操作・文

字入力から始めます。ホームペー

ジの閲覧や情報の検索、電子メー

ルの送受信を講習します。

パ ソ コ ン ＆

インターネット

入　　　門

ホームページ作成
入　　　門

文書作成ソフトWordの基本的な

使い方を講習します。体裁を整え、

写真を挿入するなどして、見栄え

の良い文書作成の方法を学びます。

18ワ ー ド 応 用
基本操作から一歩進み、より高度

な文書作成をマスターします。

表計算ソフトExcelの基本的な使

い方を講習します。実際に集計表

やグラフ作成を通して、Excelの機

能の一端を学びます。

６月14日c・15日d・16日e・17日f

６月21日c・22日d・23日e・24日f

７月５日c・６日d・７日e・８日f

７月26日c・27日d・28日e

午後２時～４時

午後７時～９時

午後２時～４時

午後２時～４時40分

午後７時～９時７月20日d・21日e・22日f

６月１日d・２日e・３日f

６月７日c・８日d・９日e

６月14日c・15日d・16日e

７月12日c・13日d・14日e

７月20日d・21日e・22日f

６月28日c・29日d

７月26日c・27日d・28日e

６月７日c・８日d・９日e・10日f

６月21日c・22日d・23日e・24日f

７月５日c・６日d・７日e・８日f

７月12日c・13日d・14日e・15日f

②希望日程③郵便番号④住所⑤氏名⑥電話番号

※複数の講座を希望する場合、それぞれ別々に申込ん

でください

◆申込み締切り ５月22日a（当日消印有効）

※結果は５月26日eまでにお知らせします

※定員を超えた講座は抽選となります（先着順ではあ

りません）

【定員に達しない講座は

電話・窓口での申込みを受け付けます】

５月27日f午前９時30分から、先着順で受け付け

ます。

※満員の講座はキャンセル待ちを受け付けます

※申込みが５人以下の講座は中止することがあります

◆申込み・問合せ
十日町情報館（〒948-0072西本町2）1750-5100

※後期（９月～12月）開催の募集案内は市報８月10

日号でお知らせします
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東
の
空
が
少
し
明
る
く
な
り
始
め
た
午

前
４
時
30
分
、
探
鳥
会
に
参
加
す
る
人
た

ち
が
集
合
場
所
の
「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ

ロ
駐
車
場
へ
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
参
加
者

は
４
コ
ー
ス
の
中
か
ら
好
き
な
コ
ー
ス
を

選
び
ま
す
。
各
コ
ー
ス
に
は
主
任
講
師
の

ほ
か
、
松
之
山
野
鳥
愛
護
会
の
会
員
が
皆

さ
ん
を
ご
案
内
し
ま
す
。
約
２
時
間
か
け

て
コ
ー
ス
を
回
り
ま
す
が
、
途
中
の
休
憩

時
間
で
は
軽
食
を
取
り
な
が
ら
参
加
者
同

士
の
交
流
も
あ
り
ま
す
。

午
前
７
時
30
分
、
お
目
当
て
の
野
鳥
に

出
会
え
た
人
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
集

合
場
所
に
戻
っ
て
き
ま
す
。
最
後
に
参
加

者
全
員
で
鳥
合
わ
せ
（
確
認
さ
れ
た
野
鳥

の
報
告
）
を
行
っ
て
散
会
と
な
り
ま
す
。

昨
年
の
探
鳥
会
で
は
47
種
を
確
認
し
ま
し

た
。
今
年
は
ど
ん
な
野
鳥
た
ち
と
出
会
え

る
か
楽
し
み
で
す
。
早
起
き
し
て
松
之
山

探
鳥
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

松
之
山
探
鳥
会
に
は
県
内
外
か
ら
も
大

勢
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
ア
カ

シ
ョ
ウ
ビ
ン
」
と
い
う
鳥
の
姿
を
求
め
て

の
も
の
で
す
。
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
は
野
鳥

の
中
で
も
人
気
が
高
く
、
一
度
見
た
ら
忘

れ
ら
れ
な
い
ほ
ど
美
し
い
朱
色
を
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
声
は
す
れ
ど
も
そ
の
姿

を
見
る
の
が
難
し
い
鳥
で
す
。
あ
の
独
特

な
弧
描
く
よ
う
な
「
キ
ョ
ロ
ロ
ロ
ロ
ー
、

キ
ョ
ロ
ロ
ロ
ロ
ー
」
と
い
う
歌
声
が
聞
か

れ
る
の
も
間
近
で
す
。
今
年
の
探
鳥
会
で

も
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
は
期
待
で
き
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
も
、
声
も
姿
も
美
し
い
オ

オ
ル
リ
や
キ
ビ
タ
キ
に
出
会
え
ま
す
。
ま

た
、
冠
羽
と
長
い
尾
を
持
っ
た
サ
ン
コ
ウ

チ
ョ
ウ
も
期
待
で
き
ま
す
。
美
し
い
姿
と

声
の
鳥
た
ち
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

探
鳥
会
前
夜
の
５
月
28
日
g
、
松
之
山

温
泉
街
に
あ
る
温
泉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

野
鳥
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
翌
朝
の
探

鳥
会
に
向
け
て
の
事
前
勉
強
会
で
も
あ
る

こ
の
集
会
は
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
た
鳥
の

見
分
け
方
や
野
鳥
の
楽
し
い
話
が
行
わ
れ

ま
す
。
今
年
の
主
任
講
師
は
県
野
鳥
愛
護

会
の
渡
辺
央
さ
ん
で
す
。
渡
辺
先
生
の
お

話
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

ま
た
、
昨
年
は
松
之
山
小
学
校
６
年
生

に
よ
る
「
松
之
山
小
学
校
　
学
び
の
森
の

野
鳥
マ
ッ
プ
」
と
題
し
た
発
表
会
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
も
市
内
の
児
童
や
生
徒

の
発
表
会
を
行
い
ま
す
。
野
鳥
集
会
に
も

足
を
運
ん
で
見
て
は
い
か
が
で
す
か
。

地域の風～支所からのたより～ 地域の風～支所からのたより～

中
越
大
震
災
に
よ
る
川
西
支
所
の
庁
舎

（
昭
和
33
年
建
築
部
分
）
は
損
傷
が
大
き

く
、
立
ち
入
り
が
危
険
と
判
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
被
害
を
受
け
た
建
物
の

耐
震
診
断
を
、
専
門
の
機
関
に
委
託
し
て

３
か
月
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
第
二
期
増
築
部
分
（
昭
和
46
年
）
と
衝

突
し
た
損
傷
や
、
南
北
方
向
の
壁
に
構
造

ひ
び
割
れ
や
損
傷
が
見
ら
れ
る

②
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
性
化
が
見
ら
れ
る

が
、
鉄
筋
位
置
ま
で
は
進
行
し
て
い
な
い

③
鉄
筋
の
発
錆
も
な
か
っ
た
。
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
圧
縮
強
度
試
験
結
果
は
、
建
設
当

時
と
同
程
度
以
上
の
強
度
を
示
し
た

④
一
部
経
年
劣
化
の
た
め
、
仕
上
げ
モ
ル

タ
ル
の
浮
き
や
は
が
れ
が
見
ら
れ
る

⑤
各
階
縦
・
横
方
向
と
も
強
度
や
ね
ば
り

の
力
が
低
く
構
造
耐
震
指
標
（
建
物
の
持

つ
強
さ
）
が
基
準
を
大
幅
に
下
回
っ
た

⑥
損
傷
が
現
在
の
程
度
で
と
ど
ま
っ
た
の

は
、
玄
関
階
段
部
分
や
第
二
期
の
増
築
部

が
支
え
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

以
上
の
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
「
建

て
替
え
も
し
く
は
耐
震
補
強
を
行
う
」
こ

と
が
適
当
で
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

建
て
替
え
か
、
耐
震
補
強
か
、
取
り
壊

し
か
、
い
ろ
い
ろ
議
論
を
呼
ぶ
と
こ
ろ
で

す
。
川
西
支
所
と
し
て
は
、
ど
う
い
う
形

が
一
番
望
ま
し
い
の
か
、
今
後
住
民
の
皆

さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
慎
重
な

上
に
も
早
急
に
対
応
を
見
極
め
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

被災直後の３階事務室

気
に
な
る
被
災
庁
舎
の
行
方

新
潟
市
の
あ
る
公
民
館
で
は
、
「
中
高

校
生
世
代
の
居
場
所
づ
く
り
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
例
が
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
の
例
で
は
、
子
ど
も
に
指
導
し
た
り

何
か
を
教
え
た
り
と
い
っ
た
、
特
別
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
用
意
さ
れ
て
い
な
い
そ
う
で

す
。
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
場
所
を
決

め
て
、
こ
こ
は
お
し
ゃ
べ
り
、
ゲ
ー
ム
、

待
ち
合
わ
せ
の
場
所
、
こ
こ
は
部
活
の
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
、
ダ
ン
ス
の
練
習
場
、
楽
器

練
習
、
バ
ン
ド
活
動
な
ど
と
、
毎
週
土
曜

日
、
夏
休
み
、
冬
休
み
、
春
休
み
に
開
い

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

あ
く
ま
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心

と
な
っ
て
活
動
を
見
守
り
、
支
え
る
と
い

い
う
も
の
で
、
公
民
館
は
場
所
を
提
供
す

る
と
い
っ
た
内
容
で
し
た
。

新
潟
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
人
は
、

「
こ
の
世
代
は
、大
人
と
話
を
す
る
こ
と
を

好
ま
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
顔
見

知
り
に
な
る
と
、
学
校
や
親
の
こ
と
、
仲

間
の
こ
と
な
ど
次
か
ら
次
へ
と
語
り
始
め

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

工
事
が
進
行
す
る
千
手
中
央
コ
ミ
セ
ン

も
、「
中
高
校
生
世
代
の
居
場
所
づ
く
り
」

を
何
ら
か
の
形
で
担
う
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

広
報
か
わ
に
し
３
月
号
の
こ
の
コ
ー
ナ

ー
で
、「
ホ
ー
ル
」
の
名
称
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
18
件
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
星
名
賢
一
さ
ん
（
伊
勢

平
治
）
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た
「
千
年
の

森
ホ
ー
ル
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

問
合
せ

教
育
委
員
会
川
西
事
務
所

1
７
６
８
―
２
１
６
７

■
中
高
校
生
の
居
場
所

■
名
称
「
千
年
の
森
ホ
ー
ル
」

に
決
ま
る集まれば話題は尽きません（川西高校修学旅行）

ブ
ナ
の
新
緑
が
美
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
松

之
山
地
域
に
は
ブ
ナ
の
木
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
「
美
人
林
」
は
有
名
で
す
。
毎
年
５
月

末
、
こ
の
美
人
林
と
里
山
科
学
館
「
森
の
学
校
」
キ

ョ
ロ
ロ
周
辺
で
探
鳥
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
野
鳥

の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
る
松
之
山
地
域
。
探
鳥
会
の

歴
史
も
古
く
、
昭
和
28
年
に
第
１
回
探
鳥
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
５
月
29
日
A
に
開
催
さ
れ
、
今
年
で
49

回
目
を
迎
え
る
松
之
山
探
鳥
会
を
紹
介
し
ま
す
。

す
て
き
な
鳥
と
の
出
会
い

探

　

鳥

　

会

楽
し
い
鳥
の
お
は
な
し

野
　
鳥
　
集
　
会

人
気
の
鳥ア

カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン

日　時 ５月29日a

午前４時30分～７時30分

集　合 「森の学校」キョロロ駐車場

探鳥地 美人林・須山探鳥コース

参加費 100円第49回松之山探鳥会�第49回松之山探鳥会�
申込み・問合せ

松之山支所地域振興課 1596－3131 ※当日参加可

日　時 ５月28日g

午後７時～９時

場　所 松之山温泉センター鷹の湯

講　師 渡辺央さん（県野鳥愛護会）

参加費 無　料

野 鳥 集 会 探　鳥　会
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公用車を売却します
◆入札方法 条件付一般競争入札により、十日町市が

定める最低売却価格以上の金額で、最高の価格をも

って入札した人と売買契約を締結します。

◆入札参加資格

市内在住の個人及び市内に事務所を有する法人

◆入　札

日時 ５月24日c午前10時～

会場 市役所本庁第２委員会室

◆入札物品の公開

日時 ５月11日d～20日f

午前８時30分～午後５時※要事前連絡

会場 市役所本庁または松代・松之山支所

◆申込み・問合せ ５月20日fまでに、入札参加申込

書を財政課管財係1757－3111（内線223）へ提出

市町村合併により不要となった旧首長車・旧議長車５台を入札により売却します。

ニッサンセドリック

ニッサングロリアワゴン

ニッサンシーマ

ニッサンセドリック

ニッサンシーマ

車　　種

十日町市
議長車

十日町市
市長車

松之山町
町長車

松代町
議長車

松代町
町長車

旧市町村
使用目的

Ｈ５年式、4WD、総排気量：4,130㏄
走行距離：188,405㎞、車検：Ｈ18.5.26

Ｈ10年式、4WD、総排気量：2,490㏄
走行距離：36,351㎞、車検：Ｈ17.4.23

Ｈ５年式、4WD、総排気量：4,130㏄
走行距離：199,437㎞、車検：Ｈ18.4.15

Ｈ８年式、FR、総排気量：2,000㏄
走行距離：64,800㎞、車検：Ｈ17.5.17

Ｈ10年式、FR、総排気量：3,000㏄
走行距離：126,000㎞、車検：Ｈ17.7.30

10,000円

600,000円

10,000円

200,000円

350,000円

松代支所
地域振興課1597-2220

松之山支所
地域振興課1596-3131

市役所本庁
財政課管財係1757-3111

主　な　仕　様 最低売却価格 公開場所・連絡先

大地の芸術祭実行委員会が第13回全税共地域文化賞－Ｃ

ＡＴＡを受賞しました。この賞は、7全国税理士共栄会文化

財団（税理士とその関係者でつくる全国税理士共栄会が税理

士制度50周年を記念して平成３年に設立）が、地域での優

れた芸術文化の振興に貢献した活動を顕彰しているもので

す。これまで、音楽・舞踊・演劇などの芸術活動や伝統芸能、

伝統工芸などに携わる団体や個人など200件以上を表彰して

います。表彰式は４月26日cに東京都で行われ、今回は当

実行委員会を含む２団体が表彰されました。受賞は来年開催

される第３回大地の芸術祭に向けて、大きな弾みになります。

第
５
回
仙
田
山
菜
ま
つ
り
が
５
月
４
日
（
国

民
の
祝
日
）
、
仙
田
体
験
交
流
館
キ
ラ
リ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
天
ぷ
ら
を
は
じ
め
約

20
種
類
の
山
菜
料
理
が
食
べ
放
題
の
バ
イ
キ
ン

グ
は
大
人
気
。
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
も

多
く
、
山
の
幸
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
山
菜
取
り
体
験
に
は
35
人
が
参
加
し
、

山
菜
探
し
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
会

場
内
に
は
屋
台
村
や
山
菜
直
売
所
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
直
売
所
で
は
山
菜
が
持
っ
て
く

る
そ
ば
か
ら
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、
並
べ
る
前
に

な
く
な
る
ほ
ど
の
大
盛
況
で
し
た
。

大地の芸術祭が全税共地域文化賞受賞

第
５
回
仙
田
山
菜
ま
つ
り

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3111内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

まつだい農舞台で人形浄瑠璃公演

５月３日（憲法記念日）、まつだい農舞台を会場に文楽座による人

形浄
じょう

瑠
る

璃
り

「壺
つぼ

坂
さか

観
かん

音
のん

霊
れい

現
げん

記
き

」が上演されました。文楽座は２年前の大

地の芸術祭で公演以来、２回目の来市です。今回は特別出演のサック

ス奏者・坂田明さんを迎えて一層迫力を増し、観音様には作家・中里

繪
え

魯
ろ

洲
す

さんの作品を使うなど、棚田を背景に効果的な演出を試みまし

た。また、公演の最後に松
たい

明
まつ

に火が灯されると、観客からは大きな歓

声が湧きました。見終えた人は「初めて本物を見ました。昔の言葉使

いで理解できない部分もありましたが、人形の動かし方や迫力ある伴

奏に感動しました」と話していました。訪れた約400人の観客は、江

戸時代から続く古典芸能の幻想的な世界に酔いしれました。

受賞を喜ぶ山本市長職務執行者（中央）と南雲総合政策課長（左）、
小堺十日町地域広域事務組合企画振興課長（右）

女子レスリング選手が今年初の強化合宿

ゆ
く
ら
妻
有
オ
ー
プ
ン

塩之又の桜花レスリング道場で４月30日g～５月６日fの一週間、

女子レスリングの強化合宿が行われました。９月にハンガリーのブダ

ペストで行われる世界選手権に向けての第２次合宿で、市内で強化合

宿が行われるのは今年初です。合宿には、浜口京子、吉田沙保里、伊

調千春・馨の各選手など昨年行われたアテネオリンピックのメダリス

ト４人をはじめ、監督やコーチなど総勢45人が参加しました。また、

合宿中に開催された十日町きものまつりには全員がきもの姿で参加。

マットの上とは違ってこのときばかりは大和
やまと

撫子
なでしこ

になり、つかの間の

春の休日を満喫していました。今後も桜花レスリング道場では、６月

下旬に第４次合宿が、８月上旬に第５次合宿が行われます。

昨
年
９
月
に
焼
失
し
た
温
泉
施
設
「
ゆ
く
ら

妻
有
」
が
再
建
さ
れ
4
月
29
日
f
に
し
ゅ
ん
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
く
す
玉
割
り
や
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
、
樽
ば
や
し
な
ど
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
た
後
、
打
ち
上
げ
花
火
と
同
時
に
オ
ー
プ

ン
。
７
か
月
ぶ
り
の
か
け
流
し
温
泉
を
目
当
て

に
大
勢
の
人
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。
新
ゆ
く
ら

妻
有
は
脱
衣
所
の
広
さ
を
倍
に
し
、
洗
い
場
の

数
も
増
や
す
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
使
い
や

す
い
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
温
泉
を
た
ん
能

し
た
人
々
は
「
脱
衣
所
が
広
く
な
っ
た
ね
」
な

ど
驚
き
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
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十
日
町
市

キ
ャ
ン
プ
決
定
！

サ
ッ
カ
ー
Ｕ-

20
日
本
代
表
候
補

問合せ スポーツ振興課　1 7 5 2ー4 3 7 7
E-mail:th-edu-sports@city.tokamachi.niigata.jp

期　間

会　場

歓迎セレモニー

25日D十日町到着時に予定

宿　泊

ベルナティオ

５月25日D～31日C

当間多目的グラウンド
クロアチアピッチ

※公開練習日時などのキャンプ詳細
は、市スポーツ振興課ホームペー
ジ上でお知らせします。期間中は
ホームページhttp ://www.c ity .
tokamach i .n i igata . jp/
を要チェック！

ベルナティオ花だいら特設会場を中心に

アイリスまつりを開催します。当間高原に

咲き誇る122種類30万株のジャーマンアイ

リス。美しい自然と多彩な催しをお楽しみ

ください。

アイリスまつり�アイリスまつり�
アイリス掘り売り
日時：５月28日g～６月12日a

午前10時～午後４時

模擬店コーナー
日時：６月４日g・５日a・

11日g・12日a

午前10時～午後３時

アイリスの育て方教室
日時：６月５日a・12日a

午後２時～３時

自衛隊音楽隊演奏
日時：６月４日g

午前11時～正午
※雨天の場合は
旧珠田分校体育館

ヘリコプター遊覧飛行
日時：６月４日g・11日g

午前10時～午後４時、

５日a・12日a

午前９時30分～午後３時30分

料金：中学生以上3,000円

小学生以下2,000円

そば打ち体験教室
日時：６月４日g・５日a・

11日g・12日a

午前10時～午後２時
参加費：1,000円

ミス十日町雪まつり撮影会
日時：６月12日a

午前10時30分～11時30分

ワンワン
ふれあいコーナー
日時：６月12日a

午前10時～午後４時
主催：DTSケンネル
協力：十日町わんこクラブ

バードウォッチング
日時：５月21日g・６月12日a

午前６時30分～８時
集合場所：フラワーハウス前
参加費：500円

当間山自然観察会
日時：６月12日a

午前９時30分～午後２時30分
集合場所：天文台ひろば
参加費：500円

５月28日（土）～６月12日（日）

問合せ─あてまフォーラム事務局（市観光交流課内）1757-3100

期日：６月24日f・25日g

会場：フォーラムセンターアリーナ

あてま新喜劇
フォーラム座公演

サ
ッ
カ
ー
20
歳
以
下
の
日
本
代
表
候

補
が
５
月
25
日
D
〜
31
日
C
の
７
日
間
、

当
間
高
原
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
。
６
月
に
オ
ラ
ン
ダ
で

開
催
さ
れ
る
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー

ス
選
手
権
大
会
に
向
け
た
最
終
強
化
合

宿
で
す
。

昨
年
９
月
に
引
き
続
き
、
平
山
選
手

や
森
本
選
手
な
ど
、
若
き
ス
ー
パ
ー
ス

タ
ー
が
十
日
町
市
に
や
っ
て
き
ま
す
。

●
日
時
＝
６
月
１
日
〜
８
月
３
日
の

毎
週
水
曜
日（
全
10
回
）午
後
７
時
30

分
〜
９
時
●
会
場
＝
中
央
公
民
館
●

定
員
＝
先
着
20
人
●
参
加
費
＝
１
、

２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
５
月
24
日
c
ま
で
に
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
1
７
５
０
│

５
０
１
０
）

●
日
時
＝
６
月
12
日
a
午
前
10
時

（
受
付
９
時
30
分
）
〜
午
後
４
時
●
会

場
＝
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

（
湯
沢
町
）
●
対
象
＝
独
身
者
※
男

性
は
28
歳
以
上
の
３
魚
沼
地
域
在
住

者
・
勤
務
者
、
女
性
は
23
歳
以
上
の

国
内
在
住
者
●
定
員
＝
60
人
（
申
込

み
多
数
の
場
合
抽
選
）
●
参
加
費
＝

男
性
５
、
０
０
０
円
・
女
性
３
、
０

０
０
円
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
５
月

27
日
f
ま
で
に
、
雪
国
魚
沼
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
（
塩
沢
町
1
０
２
５
│

７
８
２
│
１
６
５
３
）

●
募
集
期
間
＝
５
月
12
日
e
〜
25
日

d
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
建
設
課
建

築
住
宅
係
（
内
線
２
５
２
）
※
入
居

資
格
な
ど
申
込
み
条
件
が
定
め
ら
れ

て
い
る
の
で
問
合
せ
て
く
だ
さ
い

十
日
町
地
域
の
観
光
客
増
加
を
目

指
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
立
ち
上

げ
に
向
け
て
、
観
光
ガ
イ
ド
希
望
者

を
募
集
し
ま
す
。
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
十
日
町
観
光
協
会
（
1
７
５
７

│
３
３
４
５
）

【
観
光
ガ
イ
ド
説
明
会
】

●
日
時
＝
５
月
25
日
d
午
前
10
時
〜

●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10

市
報
や
書
籍
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

に
録
音
し
、
視
覚
障
害
者
に
提
供
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
●
活
動
日
時
＝
毎
月
第
２
土
曜

日
午
後
１
時
30
分
〜
●
会
場
＝
情
報

館
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
中
川
（
1

７
５
２
│
３
３
２
５
）

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日

c
で
す
。
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
＝
５
月
28
日
g
・
29
日
a
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
●
会
場
＝
十
日

町
地
域
振
興
局
県
税
部
●
持
ち
物
＝

納
税
通
知
書
※
軽
自
動
車
税
は
取
り

扱
い
ま
せ
ん
●
問
合
せ
＝
十
日
町
地

域
振
興
局
県
税
部
（
1
７
５
７
│
５

５
１
３
）

口
座
振
替
で
軽
自
動
車
税
を
納
め

て
い
る
人
で
、
５
月
31
日
c
〜
６
月

10
日
f
に
車
検
に
必
要
な
税
証
明
書

の
発
行
を
希
望
す
る
人
は
、
窓
口
に

来
る
前
に
電
話
で
次
の
事
項
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
期
間
中
は
金
融
機

関
事
務
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
の
都

合
に
よ
り
納
税
確
認
を
即
座
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
事
前
に
状
況

を
把
握
す
る
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に

証
明
書
を
発
行
で
き
ま
す
。
●
電
話

で
知
ら
せ
る
事
項
＝
①
車
の
所
有
者

（
名
義
人
）②
車
の
標
識
番
号
●
証
明

書
発
行
に
必
要
な
も
の
＝
印
鑑
（
代

理
人
は
自
分
の
印
鑑
も
必
要
）
●
問

男女共同参画推進委員募集！
～いっしょに取り組んでみませんか～

市の男女共同参画に関する施策全般につい
て意見・提言をいただくため、十日町市男女
共同参画推進委員会の委員６人を募集します。

任　　期 19年３月31日まで

応募資格

①市内に在住する20歳以上の人

②年間２回程度開催する委員会（平日の午後、

２時間程度）に出席できる人

③公務員は任命権者の承認が得られる人

応募方法

住所、氏名、年齢、電話番号、職業を記載した

応募用紙（総合政策課に配置）に作文（テーマ：

日ごろ男女共同参画社会づくりについて考えてい

ること、字数：400字程度）を添えて提出

応募締切り ６月６日b

選考結果 ６月中旬ころ応募者全員に通知

●問合せ＝総合政策課行革協働係（内線231）

国
保
税
納
税
通
知
書
の

誤
り
の
お
わ
び

４
月
の
国
民
健
康
保
険
税
の
納

税
通
知
に
あ
た
り
、
一
部
被
保
険

者
の
皆
様
に
通
知
の
遅
れ
や
計
算

の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
、
心

よ
り
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
再
発
防
止
に
向
け
、
細

心
の
注
意
を
払
い
、
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
国
保

事
業
に
対
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
せ
＝
保
険
年
金
課
国
保
係

（
内
線
１
６
４
）

家　賃 募集
戸数

１戸
14,500円～

41,300円

１戸
27,100円～

78,900円

6帖3室
DK

6帖2室
5帖1室
DK

間取り物　　件

田川市営住宅

昭和53年度建設
中層耐火構造
３階建

谷内丑市営住宅

平成11年度建設
中層耐火構造
３階建

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

観
光
ガ
イ
ド
希
望
者
募
集

自
動
車
税
の
臨
時
納
税

窓
口
を
開
設
し
ま
す

軽
自
動
車
の
納
税
証
明
書

発
行
は
事
前
連
絡
を

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

朗
読
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

シ
ン
グ
ル
ズ
パ
ー
テ
ィ
ー

手
話
講
習
会

男女共同参画推進委員募集！

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です



新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局
で

は
、
市
町
村
合
併
に
伴
う
会
社
法
人

の
本
店
・
支
店
の
変
更
作
業
を
終
了

し
ま
し
た
。
会
社
法
人
の
役
員
住
所

も
変
更
し
ま
し
た
が
、
旧
大
字
が
地

番
に
よ
り
分
割
さ
れ
た
地
区
に
住
所

を
有
す
る
役
員
は
一
括
し
て
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
個
別
の
対
応
に

な
り
ま
す
。
県
の
公
示
を
も
っ
て
住

所
は
変
更
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま

す
が
、
ほ
か
の
機
関
で
の
手
続
き
上

必
要
が
あ
れ
ば
、
会
社
法
人
の
代
表

者
の
申
請
に
よ
り
役
員
住
所
の
変
更

が
で
き
ま
す
。
●
個
別
対
応
と
な
る

役
員
住
所
地
＝
旧
十
日
町
市
大
字
貝

野
、
旧
中
里
村
大
字
貝
野
・
倉
俣
・

田
沢
、
旧
松
代
町
大
字
小
池
・
小
屋

丸
・
福
島
、
旧
松
之
山
町
大
字
湯
山

●
問
合
せ
＝
新
潟
地
方
法
務
局
十
日

町
支
局
（
1
７
５
２
│
２
５
７
５
）

【
市
報
お
わ
び
と
訂
正
】

４
月
25
日
号
12
ペ
ー
ジ
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
人
権
「
養
護
」
委
員

で
は
な
く
、
正
し
く
は
「
擁
護
」
で

す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

19 平成17年5月10日号 18

十
日
町
市
  県
単
・
市
単
医
療
費
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

■手続き方法＝健康保険証と印鑑を持参（小・中学生入院医療費助成と心身障害者医療費助成の場合は医療機関の
領収書も）のうえ、問合せ先においでください。

乳児医療費助成

（県　　　乳）

幼児医療費助成

（県幼・市単幼）

重度心身障害者
医療費助成

（県　　障）

ひとり親家庭
医療費助成

（県　　親）

老人医療費助成

（県　　老）

対象年齢・受給資格

出生日から満１歳に

達した月の末日まで

満１歳以上～満４歳に

達した月の末日まで

療育手帳Ａ、身体障害

者手帳１～３級の手帳

所持者

母子家庭・父子家庭

（子が満18歳に達した

最初の３月末日まで）

65歳～69歳の老人医
療受給者でない人でひ
とり暮らし、または寝
たきりの状態にある人

補助対象 助成後の負担額 所得制限 問合せ

入院

外来

外来

入院

入院

外来

入院

外来

入院

外来

入院

１日につき1,200円

外来

１回につき530円

※同一の医療機関にひと月に

つき４回まで負担。

最高2,120円

入院
１日につき1,200円

外来
１回につき530円

※同一の医療機関にひと月に
つき４回まで負担。
最高2,120円

１割

な　　し

障害児福祉手当
の所得制限に準
じた額

児童扶養手当の
所得制限に準じ
た額

前年度の所得が
125万円以下

健康支援課地域医療係

（内線127）

各支所の健康福祉課

福祉課障害福祉係

（内線142）

各支所の健康福祉課

保険年金課国保係
（内線165）
各支所の市民生活課

小・中学生

入院医療費助成

小学校に入学した月の
初日～中学校を卒業す
る月の末日まで

入院

１日につき1,200円
※ただし、医療機関へは入院費
全額を支払い、領収書などを
持って市窓口で償還請求

児童手当の（特
例給付）所得制
限に準じた額

心身障害者

医療費助成
療育手帳Ｂ所持者

入院

外来

入院：１日につき1,200円を超
える医療費の1/2の額

通院：１回につき530円を超え
る医療費の1/2の額

※ただし、医療機関へは入院費
全額を支払い、領収書などを
持って市窓口で償還請求

障害児福祉手当
の所得制限に準
じた額

福祉課障害福祉係

（内線142）

各支所の健康福祉課

満１歳以上～満６歳に

達した最初の３月末日まで

区　　分

繊労会館解体工事のため

市道本町東線一部通行止め

■交通規制
工　事　箇　所 本町２　繊労会館脇

作業期間・時間 ６月30日eまで終日

■問合せ 協和建設㈱1757－2233

市道本町東線の一部（諏訪町地内）が下記の期間、

繊労会館解体工事のため全面通行止めになります。大

変ご迷惑をおかけしますが、う回路をご利用いただく

など、ご理解・ご協力をお願いします。

エコクリーンセンターへの
ごみ搬入車は
う回してください

国道253号及び主要地方道十日町川西線からエコク

リーンセンター（ごみ焼却場）への道路が上・下水道

管きょ布設工事のため、下記の期間、全面通行止めに

なります。大変ご迷惑をおかけしますが、う回路をご

利用いただくなど、ご理解・ご協力をお願いします。

■交通規制
工事箇所 高田町６

ごみ処理場入口交差点～

十日町市民プール入口付近

期　　間 ５月16日b～６月30日e

作業時間 終　日

※エコクリーンセンターへは、市道高山太子堂線ジ

ャスコ前信号から妻有ショッピングセンター内市

道を通過してください

■問合せ 水道局建設係1752－3111（内線245）

下水道課事業係1752－7441

▼
取
材
で
ま
つ
だ
い
農
舞
台
へ
行
き
、
初
め

て
人
形
浄
瑠
璃
を
見
ま
し
た
。
人
形
の
動
き

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
会
場
全
体
が
幻
想
的

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
て
、
取
材
を
忘
れ

思
わ
ず
見
入
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。
昨

年
は
能
に
触
れ
る
こ
と
も
で
き
た
し
、
最
近

な
ん
だ
か
文
化
ナ
イ
ズ
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
４
月
早
々
に
、
県
民
だ
よ
り
の
配
達
に
各

支
所
を
回
り
ま
し
た
。
１
周
す
る
と
約
２
時

間
、
遠
い
な
ぁ
…
と
い
う
の
が
そ
の
と
き
の

感
想
。
で
も
今
回
、
人
形
浄
瑠
璃
の
取
材
に

行
っ
た
と
き
に
は
す
ご
く
近
く
感
じ
ま
し

た
。
気
持
ち
の
距
離
が
近
づ
い
た
証
拠
か
な
。

新
市
長
も
決
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
が
本
当
の
新
市

ス
タ
ー
ト
で
す
。

（優）

▼
成
人
式
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し

て
、
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
が
唄
を
３
曲
披
露

し
て
く
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
地
震
の
と
き
に

十
日
町
市
災
害
Ｆ
Ｍ
の
テ
ー
マ
曲
に
な
っ
た

「
赤
煉
瓦
」。
成
人
式
で
聞
く
と
、
新
成
人
に

向
け
て
の
励
ま
し
の
曲
に
も
聞
こ
え
ま
し

た
。
そ
し
て
、
成
人
式
で
会
場
が
一
番
ざ
わ

つ
い
た
の
が
、
彼
ら
が
「
０
２
５
７
」
と
曲

の
タ
イ
ト
ル
コ
ー
ル
を
し
た
瞬
間
で
し
た
。

３
年
前
、
同
じ
会
場
で
成
人
式
を
迎
え
た
メ

ン
バ
ー
の
一
人
、
越
井
さ
ん
が
ふ
る
さ
と
を

思
っ
て
作
っ
た
こ
の
曲
。
新
成
人
の
中
に
も

自
分
と
思
い
を
重
ね
た
人
が
多
か
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
、
10
年
前
に
成

人
式
を
迎
え
た
自
分
に
は
届
き
ま
し
た
。
新

成
人
、
そ
し
て
ベ
ス

ト
パ
ー
ト
ナ
ー
の
今

後
の
活
躍
に
期
待
し

ま
す
。

（玉）

合
せ
＝
税
務
課
家
屋
資
産
税
係
（
内

線
１
８
０
）

次
に
該
当
し
一
定
の
要
件
を
満
た

す
車
は
、
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
人

は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
●
要

件
＝
①
身
体
障
害
者
な
ど
が
取
得
ま

た
は
所
有
す
る
軽
自
動
車
②
18
歳
未

満
の
身
体
障
害
者
ま
た
は
知
的
・
精

神
障
害
者
と
生
計
を
一
に
す
る
人
が

取
得
し
障
害
者
な
ど
の
た
め
に
利
用

す
る
軽
自
動
車
●
申
請
期
間
＝
５
月

17
日
c
〜
24
日
c
●
申
請
に
必
要
な

も
の
＝
①
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

②
運
転
免
許
証
③
印
鑑
④
軽
自
動
車

税
納
税
通
知
書
●
問
合
せ
＝
税
務
課

家
屋
資
産
税
係
（
内
線
１
８
０
）

市
内
の
中
小
企
業
の
経
営
者
や
従

業
員
が
、
中
小
企
業
大
学
校
な
ど
が

実
施
す
る
研
修
を
受
講
し
た
場
合

に
、
研
修
受
講
料
の
３
分
の
１
（
上

限
は
一
人
３
万
円
、
年
度
内
一
事
業

所
延
べ
３
人
ま
で
）
を
補
助
し
ま
す
。

●
問
合
せ
＝
産
業
振
興
課
商
工
振
興

係
（
内
線
２
３
８
）

旧
十
日
町
市
地
域
で
農
林
業
セ
ン

サ
ス
を
実
施
し
ま
す
（
旧
４
町
村
実

施
済
）。
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
農

家
や
林
家
な
ど
農
林
業
を
営
む
す
べ

て
の
世
帯
・
法
人
を
対
象
に
、
５
年

ご
と
に
実
施
し
て
い
る
調
査
で
す
。

わ
が
国
の
農
林
業
・
農
山
村
の
現
状

と
動
向
を
明
ら
か
に
し
、
農
業
・
林

業
行
政
の
推
進
に
必
要
な
統
計
デ
ー

タ
を
提
供
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

調
査
内
容
は
統
計
資
料
の
作
成
に
の

み
使
用
し
、
そ
の
ほ
か
の
目
的
に
は

使
用
し
ま
せ
ん
。
５
月
中
に
調
査
員

が
う
か
が
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
総
務

課
統
計
係
（
内
線
２
１
７
）

５
月
31
日
c
ま
で
「
春
の
農
作
業

安
全
運
動
期
間
」
で
す
。
農
作
業
中

や
田
畑
へ
の
行
き
帰
り
の
事
故
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
住

宅
地
に
近
い
農
地
に
た
い
肥
な
ど
を

備
蓄
す
る
場
合
は
、
シ
ー
ト
を
か
け

る
な
ど
臭
気
が
広
が
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ
＝
農
林
課

農
業
企
画
係
（
内
線
３
３
３
）

軽
自
動
車
税
が

減
免
に
な
り
ま
す

十
日
町
市
中
小
企
業
大
学

校
等
受
講
料
補
助
制
度

旧
十
日
町
市
地
域
で

農
林
業
セ
ン
サ
ス
を
実
施

農
作
業
に
気
を
つ
け
て

市
町
村
合
併
に
伴
う

会
社
法
人
登
記

●情報館へ＝宮崎伸夫（西方）上村正六（土市２）遠田貞夫

（寿町2・3）岡田隆生（中町）高橋繁太郎（下川原町）佐藤

愼一郎（田川町1）小林了介（新座4-2）田沢栄作（新潟市）

村山定男（草加市）

●博物館へ＝山内レン（本町３）桾沢幸吉（稲荷町３本通り）

池田寿（田川町２）根津寛二（八幡田町）小林了介（新座4-

2）春日定次郎（樽沢）登坂敏彦（馬場２）大渕悦郎（下条

栄町）

４月25日届出分まで（敬称略）寄付ありがとう寄付ありがとう

お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です
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■人　口　63,787人（＋19） 男　31,251人（＋7） 女　32,536人（＋12）
■世帯数　19,866世帯（＋41） ４月末現在（ ）は前月からの増減市民の動き
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